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２１世紀の日本のかたち（１４８） 

 

戦争と平和 

−日本の近現代史にみる－ 

 

 

 

戸 沼 幸 市 

＜ (一財)日本開発構想研究所 顧問＞ 

 

１．2024年夏−ガザの惨状、ロシアのウクラ

イナ侵攻 

 

①パレスチナ・ガザへの侵攻、ガザの惨状 

昨年、2023年10月７日、イスラム組織「ハ

マス」が「イスラエル」に奇襲攻撃、イスラ

エル側に死者100人と報じられました。これ

に対してイスラエルは直ちに反撃、ガザ地区

を空爆。年が変わって、2024年６月時点にお

いても、イスラエルのガザ市街地への攻撃が

続いています。ガザの死者3.5万人、破壊され

た瓦礫の下に１万人の遺体（死者の７割が女

性と子供）があると報じられています。ガザ

の建物の半数が被害、ガザの避難民190万人

以上と報じられています。 

今年５月に入って、停戦の動きが報じられ

ています。６月、ガザ、一時軍事行動停止の

動き、エジプト大統領ガザへの攻撃は「ジェ

ノサイド」集団殺害だ。ハマス、停戦に前向

き。米国はガザ停戦を強く望む。 

今も、死傷者に重ねて、重度の栄養失調状

態にあるガザの子供たちの映像が流れていま

す。 

図１－１ 半年間の戦闘による被害 

ガザ・イスラエル 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：www.asahi.com 2024.4.7  

 

図１－２ 半年間の戦闘による被害 ガザ・イスラエル 

 

 

 

 

 

 

出典：朝日新聞 2024.4.7 
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図２ ガザの人口ピラミッド（2021年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典『ガザとは何か』 

 

「ガザ」は、イスラエルの占領下にあり、

2007年以降、完全封鎖下におかれている。 

ガザの住民、1948年、イスラエルの建国に

伴う民族浄化によって、故郷を追われて難民

となった人とその子孫。ガザは完全封鎖下に

おかれ、今年17年目。 

『ガザとは何か』岡真理 著、大和書房、

2023 

 

②ロシアのウクライナへの侵攻 

2022年２月24日、ロシアがウクライナに侵

攻してから２年を経過し、３年目に入ってい

ます。この間、ウクライナ側の死者は２年間

で3.1万人、国外避難は５月中旬で約649万人

が外国へ、約369万人が国内でと報じられて

います。これに対してロシアの死者は5万人

超と英紙・BBCは報じています。 

2024年３月のロシア大統領選挙に圧勝した

プーチン大統領には、ウクライナ侵略でいま

だ妥協する気配が感じられません。 

ウクライナを支援する西側、米国はこの４

月に入って、防空砲弾など武器9.4兆円を下院

において可決、生命線の砲弾、ローテク兵器

の生産を急ぐとしています。 

また、ロシア領内への攻撃を一部許可しま

した。ウクライナ支援を積極的に進めるチェ

コの大統領は、チェコが主導する80万発の砲

弾調達計画のうち、砲弾数万発をウクライナ

に数週間以内に搬入する見通し（朝日新聞６

月８日）であると述べています。 

２年余にわたるロシアのウクライナ侵攻は、

少なからずロシアの弱体化を顕し始めてもい

る様子です。ロシアは米制裁で貿易が孤立、

輸入総額は１割減、インフレ再現、中国金融

機関等の決済停止、兵器生産停滞と継戦に影

響が出ている様子です（日経６月４日）。 

６月14日、ベルリンで開かれていたＧ７主

要７カ国の会議では、ウクライナ支援の基金

創設で合意−ロシアの凍結資産の運用益を活

用して、500億ドル（7兆8,500億円）の資金支

援を実施する。 

これに合わせて、日本、岸田首相は、地雷

除去、防衛装備品の提供、エネルギー分野の

技術支援などを申し出ました。 
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ロシア経済は中国に少なからず依存してい

ます。中国は米欧の圧力に慎重ですが、今こ

そ「短期的利害で親ロに固執するのではなく、

世界の平和と安定という大局をみすえ大国の

責任を果たすこと。それこそ中国がとるべき

道だ。」（朝日新聞、5月18日） 

私はかつて、青森県鯵ヶ沢町と極東ロシ

ア・ナホトカとの友好協定のため、ロシアを

たびたび訪れています。シベリア鉄道には幾

度も乗っています。大学教師時代には、ロシ

アからの留学生も受け入れました。ロシアの

ウクライナ侵攻は非常に残念なことです。プ

ーチン氏はロシア自身のためにも、ただちに

ウクライナ侵攻をやめるべきです。 

トルストイの『戦争と平和』を改めて読み

直しています。

 

図３ ウクライナにおけるロシア軍の占領エリアの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：朝日新聞 2024.2.20 
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図４ ウクライナ国内の文化財の被害状況 

芸術さえ壊される 300ヶ所以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：www.asahi.com 2024.2.20 

 

２．昭和史（戦前、戦後）を読み解く 

２－１ 昭和史に重なる私の個人史（1933年

～2024年） 

私は青森県鰺ヶ沢町生まれで、１才の時、

父の仕事（建設業）の関係で、北海道・函館

に移り、18年間を過ごしました。 

太平洋戦争が始まったのは私が小学校（国

民学校）１年生の時でした。1941（昭和16）

年12月8日、ハワイ・真珠湾に停泊していた

アメリカの軍艦へ日本の攻撃機が奇襲攻撃し、

太平洋戦争の幕開けとなりました。 

戦争が始まってまもなく、父は徴用で北海

道の最北端、中頓別・猿払に軍の施設づくり

に駆り出されましたが、私も父に連れられて

この地を訪れたことが記憶に残っております。

戦況が進み、1943 （昭和18）年５月には一緒

に住んでいた従兄がアッツ島で戦死しました。

戦局が厳しくなるにつれ、私などの家族も主

食は米ではなくジャガイモになりました。 

函館には函館山に要塞軍事施設があり、時

にB-29が来襲し、自宅付近に米軍機から発射

された"弾"が飛んできました。家族：祖母、

母、姉、弟2人、妹2人と私は、空襲警報が鳴

るたびに防空壕に避難しておりました。 

北海道は工業生産のための石炭供給地でし

たが、本土に運ぶため青函貨物輸送が戦時中

急激に増加、最高では１日に21運航したこと

が記録されています。 

1945（昭和20）年７月14日未明、函館に空

襲警報が鳴り響き、15日、本州・青森と北海

道・函館間の航路、津軽海峡の交通分断を目

的に、グラマン機が間断なく来襲しました。

船舶12隻のうち、貨客船４隻、貨物船６隻が

沈没、２隻が損傷、と記録されております。 

 

注）『青函連絡船』坂本幸四郎 著、1983.11.20 

朝日イブニングニュース社 

 

写真１ 青函連絡船 大雪丸（初代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『青函連絡船』 

 

写真２ かつぎ屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『青函連絡船』 
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写真３ かつぎ屋 

戦時中も青森・函館間では女性たちが 

米などを運んでいた 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『青函連絡船』 

 

戦争が終わったのは小学校６年の夏でした。 

1945（昭和20）年８月15日正午の天皇の終

戦放送は自宅のラジオで聞きましたが、雑音

が多く、大人たちの様子からようやく太平洋

戦争が終わったことを知りました。ミンミン

ゼミが鳴いていた暑い夏の日でした。終戦直

後には自宅にアメリカ兵が土足でやってきた

ことも覚えています。 

私は昭和21年３月に小学校を終え、道立函

館工業併設中学校に進学しましたが、戦争の

影が色濃く、生徒の家庭環境が様々で、先生

にも復員した人がおり、学校にもしばらくは

戦争の影がありました。生徒の年齢もまちま

ちで落ち着かないものでした。 

戦後、２、３年が経ち、ようやく新しい時

代への立ち直りが感じられるようになり、私

はスキーに熱中してゆきました。 

中学を終え、函館工業高等高校に入りまし

たが、自分の進路について改めて考え、一般

高校に転校し、東京への志向を持つようにな

りました。地方において閉鎖系の情報が開か

れ、ようやく自身の進路を考えるようになり

ました。1953（昭和28）年３月、東京に向か

って青函連絡船に乗り、青森から汽車に乗っ

て東京は上野に着きました。 

18才の春、私は親元を離れ北海道函館から

東京は新宿にやって来ました。新宿は私にと

っての青春の門であり、大学でした。私は早

稲田大学の理工学部に入って、新宿は余丁町

に下宿をしました。当時の新宿は喫茶店が

方々にあり、アメリカのジャズやヨーロッパ

のクラシック音楽が流れていました。 

昭和28～32（1953～57）年頃の新宿は、戦

後の焼け跡、傷跡があちこちにあり、新宿駅

周辺には闇市風の屋台もあり、いまだ混沌と

していましたが、戦後、都市再建に向かって

新しい勢いがありました。新宿二丁目には売

春街、赤線、青線がありました。売春防止法

が施行されたのは、昭和33 （1958）年でした。 

昭和35（1960）年の安保闘争、昭和43～44

（1968～69）年の国際反戦デーに全学連の行

った闘争は新宿が舞台でした。 

私は18才の春以来、91才の現在まで様々な

かたちで新宿に関わってきました。改めて新

宿の近現代史の年表を眺めてみました。 
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表１ 新宿の近現代年表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新宿学』戸沼幸市編著、令和５（2023）追記 
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図５ 新宿の発展（新宿史） 

明治初期～大正～昭和30年代～現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新宿学』 

 

図６ 闇市分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新宿学』
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写真４ 空襲 

 
 
 
 
 
 

出典：『新宿学』 

 

写真５ 新宿駅東口の常設露店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典『新宿学』 

写真６ ゴールデン街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新宿学』 

 

 

 

 

 

 

図７ 西口超高層ビル街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新宿学』 
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２－２ 昭和史 

①戦前 1923年～1945年 

表２ 昭和史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：『昭和史 1926→1945』半藤一利 著、平凡社 

 

資料１ 太平洋戦争の勃発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『日本史図録（第８版）』 

  



10 

資料２ 本土空襲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『日本史図録（第８版）』 

 

資料３－１ 沖縄戦 沖縄の戦闘 資料３－２ 沖縄戦 沖縄戦での戦死者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  出典：『日本史図録（第８版）』 

 
 
 
 

出典：『日本史図録（第８版）』 

 平和の礎 

（糸満市磨文仁） 
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資料４ 広島への原爆投下 資料６ 太平洋戦争の被害 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：『日本史図録（第８版）』 

 

出典：『日本史図録（第８版）』 

 

資料５ 長崎への原爆投下 

 

 
 
 
 
 
 
                              資料７ 沖縄の日本復帰へ 

 

 

 

 

    

出典：『日本史図録（第８版）』 

 

 

 

出典：『日本史図録（第８版）』 
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②戦後 1945年～1989年 

表３ 昭和史 
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参考：『昭和史 1945→1989』半藤一利 著、平凡社 

 

写真７ 天皇とマッカーサー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：『昭和史 1945→1989』 

 

写真８ 東京裁判の法廷で、 

ヘッドホンをつけて陳述に聴き入る被告たち 

 

 

 

 

 

出典：www.asahi.com 2024.6.5 

同時多発テロの発生 2001.9.11 イスラム

原理主義の過激派は旅客機を乗っ取って、世

界金融の中心にあるニューヨークのウォール

街に隣接する世界貿易センタービルに突入し、

炎上・崩壊させた。 

 

写真９ 同時多発テロの発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：『日本史図録（第８版）』 山川出版社 

2020.1.25 
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３．戦後、平和日本の原点、日本国憲法を読

み直す－憲法九条改正への動きへの危惧 

最近、日本製の兵器輸出の動きに合わせて、

戦後日本を築いてきた「日本国憲法」の見直

し、特に第九条改正の動きがあります。 

言うまでもなく「第九条 戦争の放棄」は、

戦後の日本を築いてきた理念の中核、支柱で

す。核戦争まで想定される近未来において、

未来への意志として、これまで80年余、平和

日本の支柱であり続けた第九条を是非守りつ

づけてほしいと願います。 

 

大日本帝国憲法（旧憲法） 

告文 

第一章 天皇 

第一条 大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之

ヲ統治ス 

第二条 皇位ハ皇室典範ノ定メルトコロ

ニヨリ皇男子孫ガ継承ス 

第三条 天皇ハ神聖ニシテ侵スヘカラス 

第二章 臣民権利義務 

 ～ 

第七章 補則 

明治二十二（1889）年二月十一日 

 

日本国憲法   

前文 

第一章 天皇 

第一条 天皇の地位、国民主権 

天皇は、日本国の象徴であり日本国民統

合の象徴であって、この地位は主権の存す

る日本国民の総意に基づく。 

第二章 戦争の放棄 

第九条 戦争の放棄、軍備及び交戦権の否

認 

日本国民は、正義と秩序を基調とする国

際平和を誠実に希求し、国権の発動たる

戦争と、武力の行使は、国際紛争を解決

する手段としては、永久にこれを放棄す

る。 

２ 前項の目的を達するため、陸海空軍そ

の他の戦力は、これを保持しない。国の

交戦権はこれを認めない。 

第三章 国民の権利及び義務 

 ～ 

第十一章 補則 

昭和二十一（1946）年十一月三日 
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